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熱間工具用Si-Cr-W-V鋼に及ぼすCrの影響
TheEffectofCrontheVariousPropertiesofSi-Cr-W-VHotTooISteel
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Sadao Koshiba Kazuo Tanaka AsaoInada

内 容 梗 概
熱間工具用鋼Si-Cr-W-Ⅴ鋼の諸性質に及ぼすCrの影響を検討した｡

Cr量の増加にしたがい焼入および焼戻硬度を高め,その焼入性を増大する｡また常温および熱間に

おける引張強さを高め衝撃値を低下する｡次に伸びおよび絞りは試験温度550ロC付近まではCr量の多

いものほど小さいが杓7000C以上の温度にてはかえって大きい｡なおCr量の多いものはど変形率およ

び熱膨脹係数は小さい結果を示した｡

第1表 試料の化学成分および結晶粒度
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において熱間工具用Si-Cl･-W-Ⅴ銅FこおけるSiお

よびWの影響につき検討した結果を 告したが(1),本報

告ほ引続きCrの影響につき実験した結果である｡

2.試料および実験方法

試料は50kg高周波電気炉にて熔果し,35kg鋼塊に

鋳造後18および32rnm車に鍛伸し,8500Cにて焼鈍し

た｡第1表にこれら各試料の化学成分を示す｡また実験

方法はすべて前報(1)と同 である｡

3.実 験 結 果

3.1変態生起状況

最高加熱温度900CCi･こおける測定結果を弟2表に示

す｡すなわちCr量的1.2､3.0㌔iニおいてほCr星の増

加にしたがい各変態温度を低下する｡

3.2 焼入,焼戻

弟1図ほ各

験

料の焼入了頭蝮測定結果を力 す｡空冷した

ものにおいては各試料とも1,0000C付近にて最高硬度せ

示し,それ以上の温度においてほかえって硬直を低下す

る｡しかしてCr量の多いものにおいてその傾向ほ著し

い｡油焼入したものにおいてほCr約1.2%含有したRl

試料は1,0000C付近にて最高硬度を示す｡そのほかの

試料ほいずれも約1,050CC付沌における硬度が最も高く

1,100CCにてほ献度を低~Fする｡次に水俳人したものに

おいては各試料とも温度の上昇とともにわずかながらそ

の硬度を増す傾向を示す｡しかして前述の各冷却方法の

いずれの場合においてもCr量を増すにしたがいその硬

度ほ高い傾向を示す｡なお油焼入したものについて,そ

の組織を検討した｡焼入温度周一の場合Cr量の多い方

が組 ほ微細である｡第2図および弟3図はRlおよび

料の1,050CC油焼入組織を示す.｡
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第2表 各試料の変態生起状況(OC)
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第1図 各試料の焼入温度と硬変の関係

次に弟4図は各試料の900～1,1000Cにて泊焼入したも

のの焼戻硬度試験結果を示す｡各 料とも焼入温度の高

いものほ二次酎ヒを示し,その焼戻軟化抵抗が大きい｡

またCr量の多い方がその硬度は高い｡
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第2図 Rl試料の1,0500C油焼入組織(×420)

第3図 R5試料の1,0500C油焼入組織(×420)
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第4図 各試料の抽焼入せるものの焼戻

温度と硬度の関係

3.3 焼入性試験

1,0500Cより一端水冷した結果を舞5図に示す｡すな

わちCr畳を増すにしたがいその焼入性を増大する｡特

にCr量約1.2～2.0%のRl～R3試料に比してCr量約

2.5～3.0%含有したR4～R5試料において著しく大きい
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第5図 各試料の蚊入性試験結果
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第6図 各試料の熱間引張試験結果
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結果を示す｡

また各試料の結晶粒度を弟1表に併記した｡

3.4 機械的性質

1,050DC油焼入後6000Cにて焼戻した各試料の常温お

よび熱問における引張試験結束を第d図に示す｡常温に

おいてはCr量を増すにしたがい引張強さを増大する｡

伸びおよび絞りはかえって小さい｡熱問 験においては

引張強さほ試験温度の上昇とともに低下するが,その値

はCr量の多いものほど高い憤向を示す｡伸びおよび絞

りは約500～6000Cの低温側においてほCr量の多い方

が小さい傾向を示し,700～7500Cの高温側においてはか

えってCr量の多い方が大きい結果を示す｡

第7図は衝撃 験結果を示す｡試験温度の上昇ととも

にその値を低下するが,7000C以上においては著しく増

大する｡しかして500～6000CにおいてはCr量約2.0%

のR3試料が最も低い値を示し,そのほかの温度におい

てはCr量の多い方がいずれも低い結果を示す｡
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第7図 各試料の熱間衝撃試験結果
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第8図 各試料の変形率測定結果

3.5 変 形 率

第8図に測定結果を示す｡各試料とも1,0500C油焼入

により直径および長さ方向ともに膨脹を示す｡5000C焼
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第3表 各試料の熱膨脹係数測定結果(×10~6)

戻により収縮し,6000Cにて膨脹を示し7000Cにてふた

たび収縮する｡しかして各試料を比較する場合Cr量の

多いものの方がその変形率ほ小さい傾向を示す｡

3.る 熱膨脹係数

弟3表に1,0500C油焼入後6000Cにて焼戻した試料に

おける測定結果を示す｡同表より明らかなごとく Cr量

の多いものほど熱膨脹係数は小さい結果を示す｡

4.結 言

前述の諸結果を要約すると次のごとくである｡

(1)Si-Cr-W-Ⅴ銅にCr約1.2～3.0% 加すると各

変態温度を低下し,焼入および焼戻硬度を高め,その焼

入組織を微細化する｡またCr量約2.5～3.0%のものは

焼入性を著しく増大する｡

(2)熱間における機械的性質ほ温度の上昇とともに

引張強さを低下するが,Cr量の多いものほどその値ほ

高い｡伸びおよび絞りほCr量多いものほ約500～6000C

においては小さいが,700～7500Cにおいてはかえって大

きい｡また500～6000Cにおける衝撃値ほCr約2.0%含

有したものが最も低い｡

(3)1,0500C油焼入により各試料とも長さ,直径方向

ともに膨脹を示し,Cr量の多いものほどその変形率ほ小

さく,また 膨脹係数も小さい｡
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